
日時 氏名 所属 発表タイトル

6/3(土)

13:00-13:05 財団挨拶

13:05-13:35 太田直美 奈良女 銀河団のX線観測: 現状とXRISMへの展望

13:35-13:50 滝沢元和 山形大学 ファラデー回転を用いた銀河団磁場の推定
13:50-14:05 鳥羽 儀樹 国立天文台 銀河群・銀河団 vs. フィールド: 活動銀河核の発現と環境依存性
14:05-14:35 長峯健太郎 大阪大学 銀河形成と物質降着

14:35-14:50 登口　暁 信州大学 Extreme nature of four blue-excess dust-obscured galaxies revealed by optical

spectroscopy

休憩15分
15:05-15:20 尾形絵梨花 筑波大学 Dusty-gas中での中質量ブラックホール降着円盤へのBondi-Hoyle-Lyttleton降着過程

15:20-15:35 澤田-佐藤　聡子 大阪公立大学 Probing the AGN fueling in the nearby radio galaxies with the high-resolution observations

15:35-15:50 谷本敦 鹿児島大学 The Origin of the X-ray Polarization in the Circinus Galaxy

15:50-16:20 ポスター紹介30分
16:20-17:00 議論40分
18:30-- 懇親会 17:30受付開始 ホテルグランヴィア京都(JR京都駅内)

6/4(日)

9:40-9:55 早崎公威 Chungbuk National University（SK）潮汐破壊現象における降着現象と多様性
9:55-10:25 秦和弘 国立天文台 水沢VLBI観測所(アジア連携の成果など)ブラックホール近傍の電波観測による研究について（仮）
10:25-10:40 善本真梨那 大阪大学 青色コンパクト矮小銀河 1Zw18 に存在する ULX の円盤放射
10:40-10:55 川中宣太 東京都立大学 活動銀河核の軟X線超過の起源としての温かいコロナモデル

休憩20分
11:15-11:30 川島 朋尚 東大宇宙線研 Lense-Thirring歳差を伴う降着流および相対論的ジェットの多波長放射特性
11:30-11:45 五十嵐太一 立教大学・国立天文台 AGN降着流における状態遷移の輻射磁気流体モデル
11:45-12:00 水本岬希 福岡教育大学 Super-Eddington AGNにおける outer clumpy UFO の存在
12:00-12:15 芳岡 尚悟 京都大学 超臨界降着流の大局的アウトフロー構造と輻射特性
12:15-12:30 根來　均 日本大学 降着円盤は常に不安定か？ --激変星から活動銀河核まで--

昼休憩90分
14:00-14:30 木邑　真理子 理化学研究所 コンパクト天体へのガス降着による多様な突発現象 - 円盤不安定モデルの立場から -

14:30-14:45 反保雄介 Kyoto Univ. 可視光スペクトルから探る矮新星アウトバーストに伴う円盤風成分
14:45-15:00 志達 めぐみ 愛媛大学 全天 X 線監視装置 MAXI が検出した X 線連星の観測成果
15:00-15:15 植村誠 広島大学 激変星の突発現象観測とデータサイエンス
15:15-15:30 久保田あや 芝浦工業大学 ブラックホール連星スペクトルから導く降着流の幾何学的配置の決定と準周期振動

休憩20分
15:50-16:20 森山　小太郎 Goethe University, FrankfurtEvent Horizon Telescopeによる巨大ブラックホールの撮像成果と今後の展望

16:20-16:35 高橋幹弥 筑波大学 M87における三日月状シャドウの時間変動によるブラックホールスピンの測定可能性

16:35-16:50 恒任 優 筑波大学 偏光画像から探る超大質量ブラックホール降着円盤ージェットの磁場構造
16:50-17:30 議論40分

6/5(月)

9:30-9:45 松元亮治 Chiba University ハード・ソフト状態遷移中のブラックホール降着流における逆転磁場加熱
9:45-10:00 井上壮大 筑波大学 磁化中性子星への超臨界降着流の一般相対論的輻射磁気流体力学シミュレーション

10:00-10:15 内海 碧人 筑波大学 カー・ブラックホール周りにおける超臨界降着円盤の一般相対論的輻射磁気流体シミュ
レーション; エネルギー解放機構とブラックホールスピンの推定可能性について

10:15-10:30 朝比奈雄太 筑波大学 歳差運動する降着円盤の一般相対論的輻射磁気流体力学シミュレーション
10:30-10:45 岡崎　敦男 北海学園大学 大質量X線連星における傾斜星周円盤からの降着流に対する恒星風衝突の影響

休憩20分

11:05-11:20 郡　和範 KEK Cosmological 21cm line observations to test scenarios of super-Eddington accretion on to

black holes being seeds of high-redshifted supermassive black holes

11:20-11:50 細川　隆史 京都大学 初期宇宙での大質量星とブラックホールの誕生
11:50-12:05 豊内大輔 東京大学 連星質量輸送に伴う輻射駆動円盤風の生成および連星BH形成に対する影響
12:05-12:35 佐藤文衛 東京工業大学 系外惑星の探索：多様な系外惑星の形成と進化

昼休憩75分
13:50-14:20 野村英子 国立天文台 惑星形成領域のアルマ観測：物質進化
14:20-14:35 吉田有宏 国立天文台 / 総研大 原始惑星系円盤における輝線の圧力広がりの発見とガス面密度の直接的制約

14:35-15:05 野津 翔太 東京大学 大学院理学系研究科 天文学専攻理論モデル計算とアルマ望遠鏡観測で探る原始惑星系円盤の化学構造と水・有機分子の
起源

休憩20分
15:25-15:55 佐々木貴教 京都大学・宇宙物理学教室シン・惑星衛星形成論
15:55-16:10 藤井悠里 京都大学 磁場構造を考慮した原始惑星系円盤における電離率の再評価
16:10-16:50 議論40分


